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　本町では、基幹産業である農業と漁業が将来にわたり共存共栄していくことを目的に、平成26年４月「別海
町畜産環境に関する条例」を制定しました。今後も望ましい水と畜産環境の取り組みを進めるため、基幹産業の
現状や課題についての認識を深める研修会を開催します。皆さんのご来場をお待ちしています。
■日　　時　２月15日㈬　午後１時から午後３時30分まで
■場　　所　役場　101・102会議室
■内　　容　「根釧のエゾシカ対策に向けて ～別海の役割と課題～」　    講師　酪農学園大学　吉田　剛司�教授
　　　　　　「草地におけるふん尿利用の基礎 ～畜産環境条例の理解を深めるために～ ]�

講師　酪農学園大学　三枝　俊哉�教授
■参加対象　農林漁業者、農林漁業関連団体、一般町民など
■参加費用　無料

問合せ／農業政策担当（内線1412）

　ふるさとの森の間伐丸太の搬出作業を行うに当たり、大型ト
ラックが走行するため、遊歩道の一部が通行止めになります。
　該当区間には、立入禁止等の注意看板を設置していますので、
立ち入らないようお願いします。ご迷惑をおかけしますが、ご協
力お願いします。

第6回 水環境と畜産環境を考える
研修会のご案内

　毎年、冬になると、沿道家屋からの落氷雪による死傷
事故が多く発生しています。
　冬期間の通行を円滑にし、事故を無くすため、次のこ
とに注意してください。
　なお、町道等の除雪につきましては、町のホームペー
ジを確認するか、下記担当まで問合せください。

■落氷雪事故の発生が懸念されるような沿道建物等については、雪止めを設置してください。
■既に雪止めが設置されている場合も必ず点検し、破損等が発見された際は早急に修繕してください。
■�落氷雪事故は、気温がマイナス３℃からプラス３℃程度のときに発生しやすいという特徴があります。歩行者
や遊んでいる子ども等に十分注意して早めに除雪してください。
■落氷雪があった場合は、直ちに事故がないか確認し、歩行者の通行の支障にならないように排除してください。
■交通事故および交通障害防止のため、屋根からの落氷雪や敷地内の積雪を道路に出さないでください。
■軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意してください。
■軒下や道路では、絶対に子供を遊ばせないでください。
■�建物の壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも危険です。付着した氷雪は、歩行者等の安全に注意し、
早めに除去してください。

問合せ／管理・維持担当（内線3114）

農政課から

商工観光課から

管理課から

■場所　ふるさとの森��遊歩道内　
■期間　２月13日㈪から２月28日㈫まで
■時間　午前６時から午後４時まで
　※期間中の土曜、日曜は全面通行可

問合せ／観光・交流担当（内線1623）

「ふるさとの森」間伐材搬出作業に伴う通行止めについて

沿道家屋からの
落氷雪事故に
ご注意ください
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社会保険事務
相談所開設

中標津町役場  会議室

予約先／釧路年金事務所
ＴＥＬ０１５４―６１―６０００

※完全予約制となり、
事前の予約が必要です。

２月８日㈬
 9:00～12:00

２月７日㈫
13:00～17:00

３月７日㈫ 13:00～17:00

３月８日㈬  9:00～14:00

地域情報カレンダー （1月25日現在）

日 曜日 イ ベ ン ト 内 容

₂/４ 土 ふゆとぴあ�in�ＢＥＴＳＵＫＡＩ2017
農村広場　18：30～20：20

１月号カレンダー「ふゆとぴあ�in�BETSUKAI」の
開催日に誤記がありました。
お詫びして、次のとおり訂正いたします。
誤　2/3㈯　2/4㈰　　正　2/4㈯　2/5㈰５ 日 ふゆとぴあ�in�ＢＥＴＳＵＫＡＩ2017

農村広場　10：00～14：00

8 水
優良運転者免許更新時講習　交流舘ぷらと　13：30～
※ 受講の際は、事前に中標津警察署で更新手続きが終了していなければ、受講できません。
年金制度説明会　中標津町役場　13：00～14：00　予約不要
※ 新しく老齢年金を受給される方が対象です。年金証書に同封されている冊子「年金を受給される皆様へ」を持参してください。

₃/８ 水 優良運転者免許更新時講習　交流舘ぷらと　13：30～
※ 受講の際は、事前に中標津警察署で更新手続きが終了していなければ、受講できません。

農業委員会から

農業委員会等に関する法律の一部改正により
7月の農業委員改選方法が変わります

１　法改正の目的
　国が進める規制改革実施計画に基づき、農業の成長産業化を図るため、農業協同組合、農業委員会および農業
生産法人に関する制度の一体的な見直しを行い、農業委員会は、農地等の利用の最適化の推進（①担い手への農
地利用の集積・ 集約化、② 遊休農地の発生防止・ 解消、③ 新規参入の促進）に重点を置き、これらの業務を積
極的に展開することが目的とされています。
２　制度改正の主な内容

３　新制度への移行に向けたスケジュール
　①３月まで　　新制度への対応等に伴う周知を実施します。
　②４月から５月まで（おおむね１カ月程度の期間）
　　　新たな委員の推薦および募集を実施します。また、応募状況を町ホームページ等で公表します。
　③６月　　　　別海町議会定例会で町議会の同意を得ます。
　⑤7月20日（新体制への移行日）�　町長の任命による、新しい農業委員会が誕生します。
４　農業委員と農地利用最適化推進委員（新設）との役割の違い

※�別海町農業委員は、農地利用最適化推進委員を委嘱しないことができるため、推進委員を兼務する体制とし、
委員数は(区分：農業経営体の数が1,100以下または農地面積1,300ha以下の場合を適用）27名としています。

問合せ／総務担当（内線1811・1812）

改　　正　　前 改　　　正　　　後

選出方法
◦�選挙制と市町村長の選
任制（議会・農協等）の
併用

◦�選挙制が廃止され、地域からの推薦および公募により募集し、
町長が任命（議会同意が必要）する方法に変わります。
◦�議会、団体推薦の選任委員制度は廃止されました。

農業委員の条件
◦�30ａ以上耕作している
農業委員選挙人名簿登
録者

◦�農業者に限定する規定はありません。ただし原則、過半数は認
定農業者等であることとされています。
◦�農業者以外の者で、中立公正な判断ができる者を１名以上委員
とすることとされています。

農業委員の定数
◦�選挙委員20名
◦�選任委員４名
　（議会、農協等団体）

◦�市町村長による選任委員
　委員数は27名を上限に、条例で定める人数となります。

農地の集積
・集約化の促進 ◦�任意義務� ◦�必須業務

【農業委員】
○�毎月行う農業委員会総会で議
案を審議し、最終的に合議体
として農地法等に関する許認
可の審査を決定する。

○�現地調査業務（農地の転用等）

担い手への農地集積による
遊休農地解消と農地確保

【農地利用最適化推進委員】
○�担当地域において、農地利用
の集積・集約化等の現場活動
を行う。
○�必要に応じて農業委員会総会
へ出席
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監査委員事務局から

　監査委員は、地方自治法等に基づき、町長の指揮監督から独立した立場で、町および関係機関における「支出
や契約、財産管理等の財務に関する事務の執行」や「公営企業の経営に係る事業の管理」が、法令等に従い、適
正に行われているかを監査しています。
　今回、平成28年度に実施した監査結果について、次のとおりお知らせします。

　　別海町監査委員　志賀　正章、田村　秀男、森本　一夫

１　監査の対象　�　平成28年４月１日から平成28年９月30日までに契約した工事112件、業務委託51件、
計163件のうちから選定した別表に掲げる３件の工事

２　監査の期間　　平成28年10月24日から平成28年10月25日までの２日間
３　監査の方法　�　関係法令等に基づき適切に執行されているかを主眼とし、経済性、効率性、有効性の観点

にも留意しつつ、関係書類、実地の検査および所管課職員からの説明聴取により実施した。

４　監査の結果　　以上により工事を監査した結果は次のとおりである。
　⑴計　　画
　ア）建築工事について
　　�　国の史跡に指定されている旧奥行臼駅逓所の保存を目的とし、可能な限り原形をとどめる修理工事である。
　　　本町開拓の歴史を形に残す貴重な建物であり、後世に引継ぐために必要な工事である。
　イ）土木工事について
　　�　地域からの整備要望があったが、工事規模等の条件から、補助事業の採択基準を満たさないために長年未整
備となっていた町道を改良舗装するもので、生活道路を整備することにより町民の福祉増進が図られている。

　ウ）水道工事について
　　�　本工事は、民有地に布設された水道管を公有地に移転するものであるが、住宅新築が進むエリアの将来的
な道路整備等も視野に入れた計画となっており、生活環境の向上に寄与するものと考える。

　⑵入札および契約
　　　入札および契約は適正に行われ、契約書、着手届および添付書類は完備されており、適正である。
　⑶工事監理
　　�　工事監理については、法令等を遵守し、工事監督員の指示、承諾、協議等は的確に行われており、監理体
制についても適正に実施されている。

　⑷施工管理
　　　工程に若干の遅延が生じている工事はあるが、工期内の完成は可能であり、おおむね適正に実施されている。
　⑸現場管理
　　　現場内はおおむね整理されており、安全衛生上の配慮が施され、適正に実施されている。

５　む す び　�　本年度実施した工事監査において、指摘すべき事項は無いが、今後の事業実施に当たって
も常に費用対効果を意識した計画、設計と適正な工事実施に一層努められるとともに、完成
した施設については適正な維持管理に努められ、延命化が図られることを望むものである。

監査結果の公表

平成28年度 定期工事監査報告

工事番号・事業名・工事名 規模・構造 契約金額(円) 工   期 請負業者名

建築工事
（工事22号）
文化財保存事業費交付金事業
旧奥行臼駅逓所主屋保存修理工事

木造２階建　延べ床面積
A=445.503㎡ 228,960,000� H28.�6.16～H30.�9.30

島影建設
株式会社

土木工事
（工事56号）
臨時町道整備事業
中西別西１丁目東通線改良舗装工事

改良・舗装
W=4.00ｍ　L=�80.40ｍ 13,208,400� H28.�8.18～H28.11.21

金本建設
有限会社

水道工事
（水道工事13号）
単　独　事　業
別20号配水管改修外１工事

ダクタイル鋳鉄管
φ250L=61.89ｍ　φ100L=48.14ｍ
φ�75�L=�3.73ｍ
量水器移設�1箇所

16,416,000� H28.�9.27～H29.�1.20
協和建設工業
株式会社
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